
河道掘削工事と合わせたモデル地区としての取組み 

（第 2回全体会議提供資料） 

 

■ワーキンググループ設置意図 

地元要望を加味しながら、工事目的を達成する為に連絡調整を行う事が必要であるため、

ワーキンググループを設置して、関係各位の意見を踏まえながら計画・施工を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

■ワーキンググループ構成メンバー 

ワーキンググループは、豊田市役所公園課、河

川課、矢作川研究所、矢作川漁業組合、矢作川沿岸

水質保全対策協議会、NPO 矢作川森林塾、矢作川水

族館のメンバーにより構成された。 

 

 

 

 

 

 

■ワーキンググループによる立会い 

ワーキンググループによる立会いは、H23 年 9 月から H24 年 3 月にかけて、15 回以上開

催された。以下に、主要なワーキンググループ立会いによる変更点等を示す。 

 

 

 

■工事目的 

・洪水対策の工事である 

・河積を出来るだけ確保したい 

・河積阻害となるものの撤去 

 

■地元要望 

・消失した瀬の復元 

・現況の樹木を残した掘削計画 

・せせらぎを設けてほしい 

・地下水を用いた池をつくってほしい 

・河川内に濁水等を流出させないでほしい 
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